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●川崎市内には多摩川水系に属する川（１３河川）と、鶴見川水系に属する川（１２河川）がある。
●都市化の進展により治水整備に必要な用地の確保が困難な状況でありながらも、市民の安全確保に向け、

治水対策を進めてきた。
●また、平成９年の河川法改正を受け、水質、景観、生態系等の自然環境の向上を見据えた河川改修にも

取り組んでいる。

１．計画策定の背景 ～川崎市が管理する河川の概要～

2

川崎市の河川 種 類 河 川 名 河川延長(m)

一級

河川

平 瀬 川 7,560
平 瀬 川 支 川 2,330
二 ヶ 領 本 川 6,060
五 反 田 川 1,480

小
計 17,430

準用
河川

五 反 田 川 3,275
三 沢 川 1,380
二 ヶ 領 用 水 ( 宿 ） 2,200
二 ヶ 領 本 川 （ 上 ） 1,200
矢 上 川 2,480
有 馬 川 3,635
真 福 寺 川 1,045
麻 生 川 2,905
片 平 川 2,355

小
計 20,475

普通
河川

二 ヶ 領 用 水 （ 円 ） 9,000
山 下 川 1,590
旧 三 沢 川 1,995
平 瀬 川 支 川 1,460
三 沢 川 460
渋 川 2,400
江 川 2,700
矢 上 川 985
有 馬 川 1,460
早 野 川 1,900
真 福 寺 川 1,455
片 平 川 425
小 計 25,830
合 計 63,735

宿：宿河原線 上：上河原線 円：円筒分水下流

準用河川（川崎市管理）

一級河川（川崎市管理）

その他河川

平瀬川都市基盤河川改修事業

平瀬川支川都市基盤河川改修事業

三沢川準用河川改修事業

平瀬川施設機能向上事業

麻生川準用河川改修事業

事後評価箇所

5

4

1

3

2

五反田川放水路



・本市の河川整備は、 将来的な浸水安全度を達成するために、段階的な整備を行うこととしている。
将来計画として、30年に1回程度（時間雨量90mm）の降雨に対応することとしているが多くの河川で
既定計画である3年に1回程度（時間雨量50㎜）の降雨に対応する改修を行っている。
※将来計画及び既定計画は 「川崎市における総合雨水排水対策のあり方に関する答申」

（H5.2：川崎市総合雨水排水対策検討委員会）に基づいている。

・近年、気候変動の影響による短時間・局地的な大雨や、雨の降り方の変化などにより浸水被害が発生
しており、本市でも令和元年東日本台風により甚大な浸水被害が発生した。これらによる被害の最小化
に向け激甚化・頻発化を踏まえた治水・浸水対策である、河川改修を着実に進める必要がある。

・平成9年の河川法改正により河川管理の目的に河川環境の整備と保全が位置づけられたことを受け、
地域の意見を反映した良好な水辺空間の形成を目指して、環境面も含め総合的に事業を推進している。

・本市で維持管理している河川のうち約6割が改修後概ね50年を経過し、施設の老朽化が顕著となって
いることから、治水安全度の確保のため、老朽化した河川施設の更新を計画的に進めている。

○背景

3①多摩沿線道路から平瀬川上流方向を臨む ②霞堤から右岸側の住宅地を臨む

令和元年東日本台風被害状況写真（平瀬川・多摩川合流部）

平瀬川平瀬川

多摩川

撮影方向

②

①

１．計画策定の背景 ～川崎市が管理する河川の概要～



・基幹事業： 平瀬川支川都市基盤河川改修事業（河道拡幅、自然環境に配慮した川づくり）

三沢川準用河川改修事業 （河道拡幅）

麻生川準用河川改修事業 （河道拡幅）

平瀬川都市基盤河川改修事業 （堤防整備）

平瀬川施設機能向上事業 （施設機能向上※護岸耐震化）

令和２年度～令和６年度

２．社会資本総合整備計画の概要 「災害に強く豊かな環境を育む安全・安心な地域づくり（防災・安全）」

都市化が進展し、河川氾濫域における人口・資産の集積化が進む本市において、市民を洪水
や浸水の被害から守るため、時間雨量50mm相当の降雨に対する治水安全度の確保を図る。併
せて、多自然川づくりにより都市環境の向上と良好な水辺空間の形成や、施設機能向上を要す
る河川において護岸の耐震化を図る。

計画事業費 執行額 進捗率

当初(千円) 評価時(千円) 評価時(千円) （％）

基幹事業 690,000 1,954,000 1,214,000 62.0

効果促進事業 ー ー ー ー

全体事業費 690,000 1,954,000 1,214,000 ー

ー ー

【財源内訳】
国：522,000
県：164,000
市：528,000

ー

○計画の目標

○計画の期間

○要素事業

○要素事業の進捗状況

4

3
2
1

4
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河道拡幅

■河道拡幅

３.要素事業の概要 (1/2)

河道拡幅や河床掘削により時間雨量50mm相当の降雨
に対する治水安全度の確保を推進する。

多自然川づくりを進め、親水性や水循環に配慮した構
造で整備を推進する。多自然川づくり

平瀬川支川 多摩区長沢地内

平瀬川支川 都市基盤河川改修事業

5

河道拡幅

三沢川 麻生区黒川地内

三沢川 準用河川改修事業

河道拡幅や河床掘削により時間雨量50mm相当の降雨
に対する治水安全度の確保を推進する。

■河道拡幅

1

2

現河道

整備前

整備後

小動物・小植物の生息場所となる多孔質溶岩を使用した護岸
数年経つと苔などが生息する

改修前

改修後



■堤防整備

堤防整備

・平瀬川 都市基盤河川改修事業

多摩川の水位上昇による背水に備え、多摩川の堤防
と同程度の堤防を平瀬川に整備する。

6

■施設機能向上

施設機能向上

平瀬川 高津区上作延地内平瀬川 施設機能向上事業

老朽化した護岸について、地震に強い鋼管杭護岸に
改修し耐震化を行う。

河道拡幅
麻生川のボトルネックとなっている箇所の橋梁改修
及び周辺の河道拡幅により時間雨量50mm相当の降雨
に対する治水安全度の確保を推進する。

・麻生川 準用河川改修事業
■河道拡幅

平瀬川 高津区久地地内

麻生川 麻生区上麻生地内

３.要素事業の概要 (2/2)

３

４

５
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事業箇所：一級河川平瀬川支川

事業箇所

その他河川

準用河川（川崎市管理）

一級河川（川崎市管理）

五反田川放水路

４.各事業の進捗状況 ～ 平瀬川支川 都市基盤河川改修事業（1/3） ～1



護岸整備を行ったが片側拡幅部が大部分を占めた
ため河道を拡幅できた区間はわずかであった。ま
た、河道拡幅に際し護岸に、植物の生育や小動物
の生息場所となる多孔質の溶岩ブロックを使用す
ることにより、生態系の基盤構築に寄与した。

○効果

平瀬川支川 平面図

４.各事業の進捗状況 ～ 平瀬川支川 都市基盤河川改修事業（2/3） ～

改修箇所

改修前後の河道断面

・事業内容：護岸工 92m      用地買収 622m2

一級河川平瀬川支川延長 2,330m

令和2年3月末 整備済み延長 1,607m(整備率69%)

令和7年3月末 整備済み延長 1,699m(整備率73%)予定

・事業期間：令和2年度～令和6年度

○本計画期間中の事業内容

現河川

○事業実施内容（実績）

長沢４号橋

改修前

改修後

8

整備前 整備後

1

・事業区間：平瀬川支川（多摩区長沢）
・事業内容：護岸工、用地買収
・事業期間：令和2年度～令和6年度

河道拡幅・多自然川づくり

多孔質ブロック

川の流れ
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４.各事業の進捗状況 ～ 平瀬川支川 都市基盤河川改修事業（3/3） ～1

〇令和2年～令和6年整備箇所詳細

現河道

現河川

左岸護岸

片側護岸整備箇所
現河道の外側に左岸を整備し、
右岸を整備後に河道拡幅を実施

左岸

右岸

両側護岸整備箇所
前後区間が現河道のため擦り付け区間
を要し河道拡幅区間はわずかであった

左岸護岸 右岸護岸
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事業箇所：準用河川三沢川

事業箇所

その他河川

準用河川（川崎市管理）

一級河川（川崎市管理）

五反田川放水路

４.各事業の進捗状況 ～ 三沢川 準用河川改修事業（1/2） ～2

三沢川



改修区間
L=192m

時間雨量50mm相当の降雨に対応可能な河道
を整備するための測量、設計、用地買収を
進めた。引き続き、事業の完了に向け取り組
んでいく。

河道拡幅

R5用地買収箇所

R4用地買収箇所

・事業内容：測量委託、設計委託、用地買収(730m2)

令和2年3月末用地取得率 19%

令和7年3月末用地取得率 58% 予定

・事業期間：令和2年度～令和6年度

過年度用地買収箇所

改修前

改修後

三沢川 平面図

11

４.各事業の進捗状況 ～ 三沢川準用河川改修事業（2/2） ～2

○効果

○本計画期間中の事業内容

○事業実施内容（実績）

・事業区間：三沢川（麻生区黒川）
・事業内容：測量委託、設計委託、用地買収
・事業期間：令和2年度～令和6年度

A

A´

A －A´断面

：用地買収箇所

川の流れ
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事業箇所：準用河川麻生川

事業箇所

その他河川

準用河川（川崎市管理）

一級河川（川崎市管理）

五反田川放水路

４.各事業の進捗状況 ～ 麻生川 準用河川改修事業（1/2） ～3



○効果

橋梁架替後

柿生橋架替前

改修箇所

事業内容：橋梁架替 １橋 河道拡幅 10m

準用河川麻生川延長 2,905m

令和2年3月末 整備済み延長 2,885m（整備率 99.3%）

令和7年3月末 整備済み延長 2,895m（整備率 99.6%）予定

事業期間：令和2年度～令和6年度

柿生橋の架け替えが完了したことにより、河道
断面が時間雨量50mm相当に対応できるように
なったことから、治水安全度が向上した。

13

世
田
谷
町
田
2
号
橋

４.各事業の進捗状況 ～ 麻生川 準用河川改修事業（2/2） ～3

河道拡幅

○本計画期間中の事業内容

・事業区間：柿生橋（麻生区片平）
・事業内容：橋梁架替、河道拡幅
・事業期間：令和2年度～令和6年度

○事業実施内容（実績）

川の流れ
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事業箇所：一級河川平瀬川

事業箇所

その他河川

準用河川（川崎市管理）

一級河川（川崎市管理）

五反田川放水路

４.各事業の進捗状況 ～ 平瀬川 都市基盤河川改修事業（1/2） ～4



整備前

河川整備のイメージ（平瀬川）

令和元年東日本台風により甚大な浸水被害
が発生した平瀬川・多摩川合流部について
、早期に治水安全度の向上を図るため、多
摩川の堤防と同程度の堤防整備に向け、令
和６年度は準備工を実施した。引き続き、
事業の完了に向け取り組んでいく。

堤防整備

○効果

整備後

事業区間 L=1100m

整備イメージ 整備イメージ

久
地
２
号
橋
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４.各事業の進捗状況 ～ 平瀬川 都市基盤河川改修事業（2/2） ～4

○本計画期間中の事業内容（令和6年度追加）

○事業実施内容（実績）

・事業区間：平瀬川（高津区久地）
・事業内容：仮設工
・事業期間：令和6年度

事業内容：仮設工（準備工）
事業期間：令和6年度

▽H.W.L(平瀬川)

▽H.W.L(多摩川)

川の流れ
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事業箇所：一級河川平瀬川

事業箇所

その他河川

準用河川（川崎市管理）

一級河川（川崎市管理）

五反田川放水路

４．各事業の進捗状況 ～ 平瀬川 施設機能向上事業（1/2） ～5



護岸の変状（整備前）

平瀬川横断図

４.各事業の進捗状況 ～ 平瀬川 施設機能向上事業 （2/2） ～

・事業内容：護岸耐震化

耐震化対策延長（事業中区間）168m※

※護岸は河川の両岸（右岸・左岸）に対して行うため

河川延長である168mの2倍が対策予定延長となる

対策済み延長 40m（令和7年3月末）

耐震化率 11.9%（令和7年3月末）

・事業期間：令和3年度～令和6年度

老朽化した護岸を耐震化することにより
地震時の治水安全度が向上した。

機能向上（護岸耐震化）

○効果

整備後

事業中区間
L=168m

別所橋

改修前

改修後
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○本計画期間中の事業内容（令和3年度追加）

○事業実施内容（実績）

・事業区間：新井台橋～前橋（高津区上作延）
・事業内容：護岸耐震化
・事業期間：令和3年度～令和6年度

5

川の流れ



浸水想定面積 浸水が想定される面積を算定する。（単位：m2）

浸水想定家屋数 浸水が想定される家屋数を算定する。（単位：戸）

水質調査 多自然川づくりを推進する河川の水質について「川崎市水環境

保全計画」の環境目標を基準とする評価（評価：Ⅰ～Ⅲ）

評価指標（計画に記載した指標）

定義

定義

5.成果目標の実現状況 ～評価指標の設定～

算定

算定

改修計画を策定した流域における時間雨量50mmによる
浸水想定面積
過年度の氾濫解析結果を元に、浸水が想定される面積を
算定する。

改修計画を策定した流域における時間雨量50mmによる
浸水想定家屋数

過年度の氾濫解析結果を元に、浸水が想定される区域
内の家屋数を算定する。
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定義

算定

本市環境局が実施している水質等の定点観測値（BOD、
COD、生物種等）の変化

「川崎市水環境保全計画」における環境目標を基準とし
3段階の評価を実施する。

指標1

指標2

指標3

関連要素事業： 平瀬川支川 三沢川 麻生川1 3

関連要素事業： 平瀬川支川1

2

関連要素事業： 平瀬川支川 三沢川 麻生川1 2 3



5.成果目標の実現状況

○過年度氾濫解析結果による浸水想定面積と浸水想定家屋数／ 平瀬川支川

19

1

未整備区間の下流側の未買収地の用地取得
が令和6年度になり、今回計画期間内では
片側のみ護岸整備を行った区間が大部分を
占めたため計画期間内の整備が、浸水想定
面積と浸水家屋数の減少に寄与することが
できなかった。（氾濫解析未実施）

※浸水した場合に想定
される水深（ランク別）

5.0m以上
2.0m≦水深＜5.0m
1.0m≦水深＜2.0m
0.5m≦水深＜1.0m

0＜0.5m

水深の凡例
※時間雨量50mm

平瀬川支川：R2

浸水想定面積[m2] 39500
浸水想定家屋数[戸] 53

平瀬川支川：R６ ※( )は目標値

浸水想定面積[m2] 39500 (35300)
浸水想定家屋数[戸] 53 (45)

目標達成状況 未達成



○過年度氾濫解析結果による浸水想定面積と浸水家屋数の算定 ／ 麻生川

柿生橋架替えにより浸水想定面積47000㎡、
浸水想定家屋数67戸の浸水被害が解消された。

※浸水した場合に想定
される水深（ランク別）

5.0m以上
2.0m≦水深＜5.0m
1.0m≦水深＜2.0m
0.5m≦水深＜1.0m

0＜0.5m

水深の凡例

※時間雨量50mm

麻生川：R2

浸水想定面積[m2] 52000
浸水想定家屋数[戸] 68

麻生川：R6 ※( )は目標値

浸水想定面積[m2] 5000(5000)
浸水想定家屋数[戸] 1 (1)

目標達成状況 達成

柿生橋
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浸水被害解消

5.成果目標の実現状況

3

モデル化した河道



浸水想定面積（m2）

5.成果目標の実現状況 ～目標達成状況 (1/3)～

最終目標値

44600m2
（当初より51200m2減少）

結果：(指標1)浸水想定面積(指標2)浸水想定家屋数ともに、目標値に対して未達成

未達成の主な要因は、(要素事業3)麻生川の柿生橋が完成し、浸水想定面積・浸水想定家屋数

が大幅に減少したが、(要素事業1)平瀬川支川については護岸改修を進めたものの、

片側のみ護岸整備を行った箇所が大部分であり指標に寄与しなかったためである。

(要素事業2)三沢川河川改修事業については計画期間内は用地買収のみ実施であるため

指標達成への寄与はなかった。

※47000m2減少

※67戸減少

当初現況値
（令和2年度）

実績値
（令和6年度）

95800m2 48800m2

最終目標値

52戸

（当初より75戸減少）

当初現況値
（令和2年度）

実績値
（令和6年度）

127戸 60戸
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浸水想定家屋数（戸）

指標1

指標2

関連要素事業： 平瀬川支川 三沢川 麻生川1 32

関連要素事業： 平瀬川支川 三沢川 麻生川1 32

未達成

未達成



（定義）本市環境局が毎年実施している水質等の定点計測値（BOD、COD、生物種等）の変化

（算定）｢川崎市水環境保全計画｣における環境目標を基準とし、

Ⅰ：水遊びのできる川 Ⅱ：魚などの生き物に親しめる川 Ⅲ：散策できる川

の３段階で評価する。

（計測地点）平瀬川支川 下長沢橋
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5.成果目標の実現状況 ～目標達成状況 (2/3)～

水質調査指標3 関連要素事業： 平瀬川支川1

計測地点
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※令和４年に環境基準で衛生的安全指標である大腸菌群数が大腸菌数へ見直しされた。

環境基準の水浴の基準値は大腸菌数 300CFU/100mL以下のためこれを準用する。

BOD(mg/L)
生物化学的酸素要求量

COD(mg/L)
科学的酸素要求量

大腸菌群数(MNP/100mL)
大腸菌数(CFU/100mL)

参考 生物(魚類)

R2調査 0.7 2.1 11000（MPN） ドジョウ・スミウキゴリ
ヌマチチブ

R2評価 Ⅰ Ⅰ Ⅱ

R5調査 0.8 2.6 25（CFU）※ アユ・ドジョウ
スミウキゴリ・オイカワ

カワヨシノボリR5評価 Ⅰ Ⅰ Ⅰ

Ⅰ評価基準 3以下 3以下 1000以下（MNP）
300以下（CFU）※

-

最終目標値
Ⅰ評価

当初現況値
（令和2年度）

実績値
（令和6年度）

全てⅠ評価Ⅱ評価を含む 達成

※平瀬川支川の河川整備工事による環境への負荷がないことや、
多自然川づくりの推進による環境改善への寄与について確認できた

5.成果目標の実現状況 ～目標達成状況 (3/3)～

〇 計測結果



事業中区間の老朽化護岸の耐震化率(平瀬川)

（定義） 事業中区間のうち鋼管杭護岸に改修した割合

（算定）（鋼管杭護岸延長／事業中区間延長）×１００（％）

評価指標（計画で設定した以外の指標）

6.事業効果の発現状況
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新
井
台
橋

前
橋

釈
迦
堂
橋

平瀬川

L = 40m

住宅密集地域で狭小な堀込式護岸なため、大規模地震が発生し護岸が被災した場合、早期復旧が困難な上、
護岸崩壊に伴う河道閉塞による溢水の可能性があり、治水安全上の危険を抱えていることから、老朽化した
護岸を耐震化構造に更新し、事業中区間の耐震化率は11.9%となった。なお、事業としては、平成28年度か
ら市単独費で進めており、優先区間の耐震化率は57.1%※2になった。

事業中区間の耐震化率：11.9%

凡例
整備済み

（市単独事業）
整備済み

（補助事業）
未整備

補足指標
関連要素事業： 平瀬川5

※１ 護岸は河川の両
岸にあるため、護岸延

長は、河川延長の2倍

平成28年度～令和3年度

事業中区間 L=168m
（護岸延長 L=336m ※1 ）

整備済み区間 L=177m
（護岸延長 L=354m ※1）

施設機能向上事業（優先区間） L = 345ｍ（護岸延長L=690m※1）

令和3年度～令和10年度

（※2 施設機能向上事業 優先区間 耐震化率 （354+40）/690×100=57.1％）



7.市民に対する意見募集 ～調査概要（1/2）～

主な対象者

調査方法

・実施期間：令和６年８月７日～８月２０日

・事業「（要素事業1～5）」の認知、効果、要望等の意見を集約する。

ウェブアンケートにて、市民向けアンケート調査を実施

○ 調査１

目 的 事業箇所に関する区在住の市民の意見を集約して、今後の事業
周知等に活用

高津区、宮前区、多摩区、麻生区に在住の市民
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○ 調査２

調査方法 工事の週間工程表と併せてアンケートを配布（住民250戸）

工事現場付近にアンケート用紙を設置 ※該当範囲の住民から紙面実施を希望されたため

・実施期間：令和６年８月１日～８月８日

・平瀬川施設機能向上事業（要素事業5）の効果、要望等の意見を集約する

主な対象者 工事区間の河川管理用通路沿いの住民・通行人（高津区上作延）

目 的 工事の受益者の意見を集約して、今後の事業周知等に活用

対象事業 要素事業1～5

対象事業 要素事業5

※在住区以外の事業の認知度も調査実施



7.市民に対する意見募集～調査概要（2/2）～

（認知） ・○○○整備事業を知っていますか？

（効果） ・現在も事業中ですが、何か効果を感じたことはありますか？

（要望等）・○○○整備事業について、御意見があれば教えてください。

◎要素事業について

（ 平瀬川支川、 三沢川、 麻生川、 平瀬川、 平瀬川（施設機能向上））

○ 各調査共通の主な質問事項
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1 2 3 54



7.市民に対する意見募集 ～調査結果（調査1）～

・知っている：44人（7.3%）・効果を感じたことがある：18人（41%）※2平瀬川支川

麻生川

三沢川

調査１の調査結果
対 象：事業箇所（要素事業1～5）に関する区

（高津区、宮前区、多摩区、麻生区）在住の市民※1 ※1他区の事業の認知度も調査対象

回答者数：ｎ＝600人
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平瀬川施設機能向上

平瀬川

・知っている：19人（3.2%）・効果を感じたことがある： 5人（26%）※2

・知っている：35人（5.8%）・効果を感じたことがある：13人（37%）※2

・知っている：70人（12%） ・効果を感じたことがある：24人（34%）※2

・知っている：44人（7.3%）・効果を感じたことがある：19人（43%）※2

【主な結果】

認知：各事業について「知っている」との回答が１割程度

効果：事業を認知している人の4割程度は、事業効果を感じている

傾向：近年被害があった平瀬川は、説明会を行っており比較的に認知度が高い

要望：台風やゲリラ豪雨時の安全性の向上・工事の安全対策・早期の工事完了

生態系等に配慮した工事

【結果を踏まえた対応方針】

・説明会やホームページ等の掲載などにより河川事業の周知を行う

・今後も工事中の浸水に対する安全対策の実施、生態系等に配慮した工事を進める

・早期の治水安全度の向上への要望に対し、着実に事業を進める

※2 効果を感じてる回答者数/各事業を認知している回答者数



【主な結果】

効果：工事の有効性については７割以上が

「工事は有効だと思う」回答であった

要望：早期の工事完了

工事中の安全確保

【調査結果を踏まえた対応方針】

・事業効果の認知はされているため、事業費の確実な確保とともに、早期の工事完成
を目指して安全に工事を進める。

7.市民に対する意見募集 ～調査結果（調査２）～
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調査２の調査結果 平瀬川施設機能向上事業(要素事業５)
対象：施設機能向上事業（優先区間）の河川管理用通路沿いの住民・通行人

（回答：22人（住民20人、通行人2人））

アンケート回収箱

（単位：人）

新
井
台
橋

前
橋

釈
迦
堂
橋

平瀬川

アンケート調査範囲

アンケート回収箱



8.総合的な所見

○ 計画の成果目標の達成状況に関する所見

目標51200m2減少に対して、河川改修により47000m2減少 （未達成）

目標75戸減少に対して、河川改修により67戸減少 （未達成）

●浸水想定面積

●浸水想定家屋数

●河川の事業に対する認知度が低いため、周知方法を検討する。(調査1)

●早期の治水安全度の向上への要望に対し安全に留意しながら着実に事業を進める。(調査1、2)

●水質調査

29

目標評価Ⅰに対して、評価Ⅰ （達成）

○ 補足指標の達成状況に関する所見

令和3年度より事業を進めている事業中区間の護岸耐震化率は、令和7年3月末時点で11.9％

平成28年度より事業を進めている優先区間の護岸耐震化率は57.1%

令和７年度以降も、引き続き、護岸の改修工事を進めていく必要がある。

●平瀬川の護岸耐震化率

○ 市民に対する意見募集に関する所見

●河川事業に対する認知度が低いことから、周知方法について見直しが必要である。計画の成果
目標の達成状況については、水質調査のみ達成した。浸水想定面積と浸水想定家屋数が未達成
となったが、平瀬川支川都市基盤改修事業の用地取得に不測の時間を要したことが原因と考え
ており、今後も事業の必要性について丁寧な説明を行い、地元の理解を得るよう交渉していく
必要がある。追加事業である平瀬川施設機能向上事業により護岸の耐震化率が11.9%となった
が、今後も引き続き耐震対策を推進し、早期の治水安全度の向上に向け取り組んでいく。

○ 総合的な所見



○未整備箇所の事業推進

○次期計画

9.今後の方針

平瀬川支川：河道拡幅を進め時間雨量50mm相当の河道断面を確保することにより

治水安全度の向上を図るとともに多自然川づくりを進める

三沢川：用地買収を進めるとともに、時間雨量50mm相当の降雨に対する河川改修工事に

着手し、治水安全度の向上を図る

麻生川：世田谷町田線の道路拡幅に併せ、残り１橋（世田谷町田2号橋）についても架け

替え及び、前後区間の護岸改修を行い治水安全度の向上を図る

平瀬川：多摩川の水位上昇による背水に備え、多摩川の堤防と同程度の堤防を整備する

ことにより治水安全度の向上を図る

平瀬川（施設機能向上）：老朽化した護岸の耐震化率を上げることにより地震時の治水

安全度の向上を図る
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計画期間令和7年度～令和11年度の整備計画を検討中

5

4

3

2

1


